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種崎海岸防潮堤（三里地区）の地震津波対策断面

１

• H28年度より第２ラインである種崎海岸防潮堤の地震津波対策断面を検討。
• そのうち、約500m間の基本断面について高知港海岸地震津波対策技術検討会（H28年9月26
日）で助言・審議いただいた。

• 地震津波対策は、既設防潮堤の前面に重力式構造物を構築し、洗掘防止のための鋼矢板等
を施す。
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地域の方々のご意見・ご要望と対応

２

• 種崎海岸防潮堤の地震津波対策断面について地域住民等へ説明会を実施。主なご意見・ご要望は以下の
とおりである。

検討が進んでいることに安心した。早期の現地着手をお願いしたい。

新設する防潮堤が広い幅となることから、人の立ち入りを考慮してほしい。

新設する防潮堤から、人が海を眺望できるよう工夫してほしい。

• ご意見・ご要望をふまえ、既設防潮堤に転落防止用柵の設置、新設する防潮堤の天端を片勾配とするこ
とで、視点を上げる工夫を施す。

• 新設防潮堤への人の立ち入りを考慮し、既設防潮堤
に転落防止用柵を設置。

• 新設防潮堤の天端を片勾配とし視点を上げる（10cm
程度）工夫を施す。
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